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新
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生
49
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中
学
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生
活
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一
歩
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泉
ヶ
丘
中
学
校
で
入
学
式

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
中
田
邦

和
校
長
）
で
４
月
10
日
（
水
）、

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
生
は
、
男

子
28
人
、
女
子
21
人
の
49
人

で
す
。

　

新
入
生
は
、
先
輩
生
徒
や

教
職
員
、
来
賓
の
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら式辞を述べる中田校長 祝辞を述べる汐見町長

れ
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
中
学

校
生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

中
田
校
長
の
式
辞
や
汐
見
明

男
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓

の
祝
辞
に
続
い
て
、
新
入
生
の

代
表
が
宣
誓
を
行
い
、
在
校
生

と
教
職
員
に
よ
る
歓
迎
の
構
成

詩
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

在校生と教職員による新入生歓迎の構成詩

井
手
小
36
人
、
多
賀
小
16
人

　
　
　
　

小
学
校
で
入
学
式井手小学校の入学式多賀小学校の入学式

　

井
手
小
学
校（
山
野
勉
校
長
）

と
多
賀
小
学
校
（
中
島
禎
宏
校

長
）
で
４
月
９
日
（
火
）、
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
１
年
生
は
、
上
級
生
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
大
き
な

拍
手
の
中
、
少
し
緊
張
し
な
が

ら
も
元
気
よ
く
入
場
し
ま
し

た
。
担
任
の
先
生
か
ら
名
前
が

１
人
ず
つ
呼
ば
れ
る
と
、
新
１

年
生
の
元
気
な
返
事
が
会
場
に

響
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
１
年
生
は
、
井
手

小
学
校
が
36
人
、
多
賀
小
学
校

が
16
人
で
す
。

【
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
事
業
と
し
て
】

▽
村
田
雄
哉　

様
か
ら

２
０
０
，
０
０
０
円
の
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
善
意
の
寄
附

を
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
事
業
の
充
実
の
た
め

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

第
28
回
井
手
町
さ
く
ら
ま
つ
り上玉川橋周辺で披露された「玉川音頭」

　

第
28
回
井
手
町
さ
く
ら
ま
つ

り
が
、
３
月
30
日
（
土
）
か
ら

４
月
７
日
（
日
）
ま
で
開
か
れ
、

今
年
も
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
井
手
町

商
工
会
や
井
堤
保
勝
会
を
は
じ

め
、
町
内
各
種
団
体
で
組
織
す

る
「
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員

会
」
が
開
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
玉
川
は
じ
め
町
内
各
地
に

の
ぼ
り
や
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
訪

れ
た
多
く
の
人
た
ち
を
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

平
成
の
名
水
百
選
に
も
選
ば

れ
る
玉
川
の
堤
で
は
、
様
々
な

模
擬
店
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー「
椿
坂
」

で
は
大
人
気
の
た
け
の
こ
ご
飯

や
、
特
産
品
の
販
売
、
玉
水
駅

前
休
憩
所
「
さ
く
ら
」
で
は
ち

ら
し
寿
司
や
お
弁
当
な
ど
も
販

売
さ
れ
、
多
く
の
花
見
客
や
ハ

イ
カ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

多くの花見客が訪れた桜の名所・玉川
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井手町でまちおこしに取組む京都産業大学の学生らによる「井手応援隊」の活動拠点として、
築 100 年以上の古民家をリノベーションし、「むすび家 ide」は生まれました。

この「むすび家 ide」で、今春、井手応援隊と連携した町家カフェがＯＰＥＮしました。
井手町の地元の野菜が中心のからだにやさしいメニューを提供。昔懐かしい雰囲気の中で、

ゆっくりとした時間を味わいに、是非、気軽にお立ち寄りください。

むすび家カフェ
～ＯＰＥＮ～

ＯＰＥＮ日時
日曜日（毎週）＆土曜日（月２回※）　７：３０～１４：３０（ラストオーダー：３０分前）
※月によって、いずれの週に営業するかは異なります。土曜日の代わりに、祝日に営業する場合もあります。

■５月の営業日： ４日（土）、５日（日） 、６日（月） 、12 日（日） 、19 日（日） 、26 日（日）
■６月の営業日：１日（土） 、２日（日）、９日（日）、16 日（日）、22 日（土）、23 日（日）、30 日（日）

井手町地域創生推進室
　　　からのお知らせ

これらの他にも、井手町らしいメニューや学生とのコラボメニューを今後開発予定です。ご期待ください！

サンドウィッチ（サラダ付）￥500 ～
 ＢＬＴ、ハムチーズ、ツナと玉子　など

カレー（サラダ付）　￥600 ～ 
野菜カレー、牛すじカレー　など

その他（井手の特産「いでぐるめ 」等）
・井手じゃんめん（￥700）・お子様ハンバーガー（￥500）
・ソフトクリーム（￥300）・フライドポテト（￥300）　など

ドリンク　￥200 ～
コーヒー、紅茶、牛乳、オレンジジュース、コーラ、　
グレープフルーツジュース、ウーロン茶　など

プレート（ライス・サラダ付）￥700 ～
ハンバーグ、ハンバーグとエビフライ、トンカツなど

▲客席（土間） ▲客席（テラス）

■アクセス　住所：井手町大字井手小字宮ノ本 97-1

メニューなど
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全
国
的
に
救
急
出
動
件
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
井

手
町
で
も
、
毎
年
救
急
出
動
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

出
動
要
請
の
中
に
は
単
な

る
酒
酔
い
や
「
ど
こ
の
病
院
へ

行
っ
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら

な
い
の
で
・
・
・
」、「
救
急

車
で
搬
送
し
て
も
ら
っ
た
方

が
、
早
く
診
て
も
ら
え
る
か

ら
・
・
・
」
な
ど
緊
急
性
が
低

い
と
思
わ
れ
る
病
気
や
ケ
ガ

で
の
救
急
要
請
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
救
急
車
が

必
要
な
方
へ
速
や
か
に
救
急

車
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

症
状
が
軽
い
場
合
は
ご
自

身
で
最
寄
り
の
医
院
や
病
院

へ
行
か
れ
た
り
、
ま
た
体
の
調

子
が
お
か
し
い
な
と
感
じ
た

ら
早
め
に
診
察
を
受
け
る
な

ど
、
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
手
段

が
な
く
、
症
状
か
ら
緊
急
に
病

院
へ
の
搬
送
が
必
要
な
場
合

は
迷
わ
ず
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
救
急
車
は
町
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
」

有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
82
‐

３
０
０
０
）

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

救
急
車
適
正
利
用
に
つ
い
て　

本
当
に
救
急
車
は
必
要
で
す
か
？

　井手町では、胎児の先天性風しん症候群の発症防止のため風しん予防接種費用を下記の
対象者の方に全額助成します。

対象者：井手町に住所を有する方で
　　　　①妊娠を希望する女性であり、かつ抗体検査等により抗体価の低い者
　　　　②妊婦の同居者で抗体検査等により抗体価の低い者（ただし、妊婦の抗体価が低
　　　　　い場合とする）
　　　　　※京都府が実施する風しん抗体検査が無料で受けられる制度があります。詳し
　　　　　　くは京都府ホームページで確認してください。
助成対象ワクチン：麻しん・風しん混合ワクチン、または風しん単独ワクチン
接種対象期間：平成３１年４月１日から令和２年３月３１日
申請受付期間：令和元年５月１３日から令和２年４月７日
助成金額：全額
接種場所：各医療機関
助成方法：接種後、医療機関窓口で接種費用全額を支払い、下記の（１）～（５）を持参
　　　　　のうえ保健センター窓口で申請してください。（償還払い）
　（１）医療機関の領収書の原本
　（２）接種したことが証明できるもの（接種済証、予診票控え等）
　（３）印鑑
　（４）振込先の分かるもの（通帳等）
　（５）抗体価が低いことが証明できるもの（抗体の結果票、抗体価検査の結果を記載した
　　　　母子手帳等）
　　　　※なお、対象者②の方においては上記に併せて、さらに（６）（７）も必要です。
　（６）妊婦の母子手帳
　（７）妊婦と同居していることを証明できるもの（運転免許証、健康保険証等）
　　　　＊お問い合わせは保健センター（℡８２－３３８５）まで

大人の風しん予防接種の費用を助成します！
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　５月上旬に郵送される納税通知書により、お近くの銀行、信用金庫、郵便局等の金融機関
やコンビニエンスストア、又は京都府の納税窓口で５月３１日（金）までに御納付願います。
　障害者のための自動車税減免制度もあります。詳しくはお問い合わせください。
≪臨時相談窓口も開催します≫
場所：京都府山城広域振興局・田辺地域総務室（京田辺）
日時：５月１６日（木）９時～１６時３０分（１２時～１３時を除く）
　　　問い合わせ先　京都府山城広域振興局　税務室（宇治）
　　　電話　０７７４－２３－５４００

５月３１日（金）は自動車税の納期限です

　障がいのある方やその家族から相談を受けるため、井手町長から委嘱された民間の協力者
の方々です。相談を聞き、助言や指導を行い、障がいのある方の地域での活動を支援します。
相談の内容につきましては、秘密を厳守いたしますので、お気軽にご相談ください。
 
▽身体障害者相談員　西谷静子さん
　　　　　　　　　　（井手町大字井手小字里５７　℡ 82 ‐ ３５０１）
▽知的障害者相談員　島田和子さん
　　　　　　　　　　（井手町大字井手小字山田２７ ‐ ３　℡ 82 ‐ ２７０６）

地域の障害者相談員の方を紹介します

　府内の父子家庭の親子が一同に集まる場を設定し、事業実施を通じて父と子
のふれあいと父子家庭相互の交流を深め、互いに連携しあえるリーダーを養成
し、父子家庭の福祉の増進を図ることを趣旨として、次のとおり開催されます。
　
日　時　　２０１９年７月２７日（土）～２８日（日）[ １泊２日 ]
場　所
キャンプ　　「京都府立青少年海洋センター　マリーンピア」
　　　　　　〒６２６- ００６８　宮津市宇田井小字大池３８２
　　　　　　℡０７７２- ２２- ０５０１　
海水浴　　　「田井海水浴場」
対象　　　　京都府内（京都市を除く）に在住する父子家庭の親子
参加費　　　大人　　　１人　２，０００円
　　　　　　子ども　　１人　１，０００円
申込期間　　２０１９年６月３日（月）～７月５日（金）
申込方法　　申込書をお近くの民生児童委員まで
　この事業の主催は、京都府民生児童委員協議会、後援は、京都府・京都府社
会福祉協議会・開催地区民生児童委員協議会・８市父子会です。

ひとり親家庭いきいきふれあいキャンプのお知らせ

■『がんと診断されて頭が真っ白』『誰かに話を聞いてもらいたい』など、がんに関わる様々
な相談をお受けする窓口として、京都府山城北保健所にて出張相談を行いますのでご利用くだ
さい。
　（日　時）　5 月 14 日 ( 火 )、6 月 11 日 ( 火 )　いずれも午後１時～３時半
　（場　所）　京都府山城北保健所（山城広域振興局宇治総合庁舎内）
　（相談員）　京都府がん総合相談支援センターの保健師又は看護師
　（相談料）　無料
　（予　約）　実施日の前日午後４時までに下記フリーダイヤルへお申し込みください。
　京都府がん総合相談支援センター（京都市南区東九条下殿田町 43　メルクリオ京都２階）
　　　　　　　　　　　 　フリーダイヤル　０１２０－０７８－３９４
■京都府がん総合相談支援センターでは電話及び対面相談を、月～金（祝日・年末年始を除く）
　の午前９時～正午、　午後１時～４時に実施していますので、こちらもご利用ください。

出張がん個別相談会のお知らせ
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令和元年度慰霊巡拝について
　厚生労働省主催の令和元年度慰霊巡拝の参加者を募集します。参加
を希望される井手町在住のご遺族（戦没者の配偶者、父母、子、兄弟
姉妹、子・兄弟姉妹の配偶者、戦没者の孫・甥・姪）の方は、内申書
と戦没者の続柄がわかる戸籍謄本の写し等を住民福祉課に提出してく
ださい。
　お問い合わせは住民福祉課（℡ 82-6164）まで。
慰霊巡拝を行う地域

実施地域名 実施予定時期 募集予定人員 内申締切日
ソロモン諸島 9 月 7 日（土）～ 9 月 14 日（土） 10 名 5 月 10 日（金）
沿海地方 10 月 8 日（火）～ 10 月 12 日（土）  15 名 5 月 15 日（水）
東部ニューギニア 9 月 28 日（土）～ 10 月 5 日（土）  20 名 5 月 29 日（水）
インド 10 月 7 日（月）～ 10 月 12 日（土） 15 名  7 月 24 日（水）
硫黄島（1 次） 11 月 12 日（火）～ 11 月 13 日（水） 100 名 7 月 31 日（水）
マリアナ諸島 12 月 5 日（木）～ 12 月 12 日（木） 15 名 8 月 5 日（月）
フィリピン（1 班）

2 月 12 日（水）～ 2 月 19 日（水） 70 名 9 月 27 日（金）フィリピン（2 班）
フィリピン（3 班）
硫黄島（2 次） 2 月 18 日（火）～ 2 月 19 日（水） 100 名 10 月 21 日（月）

■プレミアム商品券　
　　　　6月 1日（土）午前 9時から販売開始！

井手町商工会では、令和元年度第 1 弾プレミアム商品券を販売します。
2 割のプレミアムが付いた大変お得な商品券です。
井手町・京都府より補助金の交付を受けて井手町商工会が販売します。
販売時間等、詳細は、開催日までに井手町商工会ホームページ掲載と新聞チラシに折込予定です。
是非この機会にお買い求めください。

【販売日・場所】
　6 月 1 日（土）・2 日（日）9：00 ～ 12：00　井手町商工会・西部公民館
　（ただし、無くなりしだい終了）

【使用有効期限】
　6 月 1 日～ 11 月 30 日

【販売予定額】
　第 1 弾：3,240 万円分（第 1 弾：5,400 セット限り）

【取扱店舗】
　取扱店は、のぼりが目印です。店舗により一部お取り扱いできない商品もあります。

【内容・購入限度額等】
　1 セット 6,000 円分（@500 円券 12 枚綴）を 5,000 円にて販売。
　お一人様 50,000 円（10 セット）まで先着にて。
　第 1 弾販売期間中、お一人様 1 回限りの販売です。
　事前予約は、一切受け付けておりません。
　ご本人でない方への販売は、一切できません。
　各販売場所には駐車場はございません。
　第 2 弾は、7 月下旬に販売予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは井手町商工会（℡８２－４０７３）まで
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山背古道おはなし探訪＆ほたる観賞

　新緑の山背古道を歩きませんか？
　山背古道全行程の半分、約１０キロを歩くウォーキングです。
　途中、数カ所の「ほっとコーナー」が開設され、地域の特産品やおいしい
ものも楽しめます。ゴールの井手町まちづくりセンター椿坂では“地元産た
けのこと梅をつかった、特製おにぎりの販売があります。ぜひ、この季節に
山背古道を楽しんでみましょう！

と　き　　　　５月１９日（日）　雨天決行・荒天時中止
集　合　　　　JR 城陽駅または木津川市役所駐車場　
受付時間　　　午前９時～１０時・受付順に順次スタート
コース　　　　① JR 城陽駅→井手町まちづくりセンター椿坂
　　　　　　　②木津川市役所→井手町まちづくりセンター椿坂
　　　　　　　いずれも約１０km を歩きます。
参加費　　　　無料
持ち物　　　　弁当、雨具、水筒
申　込　　　　事前の申し込みは必要ありません。
お問い合わせ　山背古道推進協議会事務局
　　　　　　　（城陽市商工観光課　℡５６－４０１８）
　　　　　　
主　催　　　山背古道推進協議会　　共　催　　　山背古道探検隊

◇山背古道春のは～ふウォーク

日　時 ６月７日（金）午後６時からお話
　　　　　　　午後８時からホタル観賞

講　師 渡辺美秀子さん

テーマ 「江戸時代の南山城三十三所を今巡る」

場　所 井手町まちづくりセンター椿坂

内　容 　南山城三十三所は江戸時代に山城地域の人々が
巡った観音霊場で、明治以降廃仏毀釈などの影響で
廃れましたが、平成 8 年山城町古文書サークル如月
会が 2 年をかけて現地調査もしながらまとめた冊子
を発刊されています。中心となってまとめられた渡
辺美秀子さんに今の時代にとってどうか、その背景
や全容をお話しいただき、終了後、玉川のほたるを
観賞します。

参加費 無料

お問合せ・申込み　山背古道探検隊事務局
　　　　　　　　　（井手町企画財政課内　℡８２－５２１２）
主　催　山背古道探検隊　　　後　援　山背古道推進協議会
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　平成 31 年 4 月 1 日より、町内に居住している満 70 歳以上の方に対して、交通事故の防止や事故
時の被害軽減を図るため、所有する自動車への急発進防止装置の取り付けに係る費用の一部に対して
補助を行います。（ただし、急発進防止装置を取り付けた日から 1 年以内とします。）

急発進防止装置・・・自動車の停止時又は徐行時において、アクセルペダルが急激に踏み込まれた際
　　　　　　　　　　に急発進を抑制し、若しくはアクセルペダルとブレーキペダルが同時に踏み込
　　　　　　　　　　まれた場合にブレーキ操作が優先される装置。

【対象者】※以下のすべてに該当する方。
　①町の住民基本台帳に記載されている方であり、申請時において満 70 歳以上の方。
　②非営利かつ自ら使用する目的で補助の対象となる自動車へ急発進防止装置を取り付けた方。
　③自動車運転免許証を所有している方。
　④取付業者で取り付けをした方。

【補助金の額】
　急発進防止装置の取り付けに要した費用の 2 分の 1 を乗じて得た額（100 円未満の端数が生じた
ときは切り捨て）以内とし、2 万円を上限とします。

【申請に必要なもの】
　以下の①～⑦の書類を用意し、高齢福祉課にて申請を行ってください。
　①井手町自動車急発進防止装置取付費補助金交付申請書
　②補助対象経費の内訳が明記されている領収書の写し
　※改造の個所及び経費を明らかにしたもの
　③取り付け箇所の写真
　④有効期限内にある運転免許証の写し及び自動車検査証の写し
　⑤井手町自動車急発進防止装置取付費補助金交付請求書
　⑥補助金振込口座の分かるもの（預金通帳）
　⑦印鑑
　※①および⑤については、町ホームページからダウンロードしていただくか、窓口にてお渡しする
　　ことができます。

　お問い合わせは、高齢福祉課（電話：８２－６１６５）まで
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自動車急発進防止装置取付費用の補助を始めました
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地域包括支援センター（℡８２－３６９０）
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   認知症の関係
　「生活習慣病」をご存知で
しょうか。以前は「成人病」
ともよばれていました。生活
習慣病は、 偏

かたよ

った食事、運動
不足、飲酒、喫

き つ

煙
え ん

、ストレ
ス・・・こういった生活を続
けていることで引き起こされ
ます。そのまま放置しておく
ことで生命に関わる病気を発
症したり、さらには認知症の
発症につながる場合もありま
す。

（生活習慣病の主な病気）
・高血圧
・糖尿病
・高
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さらに…

血管性認知症 アルツハイマー
　  型認知症

などの発症リスクを高める
決して「遅い」とは思わず、できることから始めましょう！

　適
て き

度
ど

な運動を生活のなかに取り入れる
ことや、バランスの取れた食生活を心が
けて生活習慣を整えることが認知症の予
防にもつながります。

元気塾のご案内
（６５歳以上の方の運動教室）
　元気塾は、いくつになってもできるだけ介護保険に頼らず、心も体も　
元気で健康に過ごせることを目的とした、６５歳以上の方が無理なく運
動できる教室です。

◆日程：令和元年６月３日～令和 2 年３月 16 日までの
　　　　毎週月曜日 10 時～ 12 時（全 32 回）（※お休みもあります）
◆場所：玉泉苑
◆主なプログラム：
　　　　血圧測定、体調チェック、準備体操、マシントレーニング、
　　　　骨盤体操＆全身持久力、在宅プログラム、認知症予防プログ
　　　　ラム
◆申し込みの締切り：５月 17 日（金）
◆申し込み・お問い合わせ：井手町地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　　（保健センター内　℡８２－３６９０）
　　　　　　　　　　　　　お気軽にご連絡ください

◆対象となる方　　　　　　　　　　　　　　定員１８名
　井手町にお住いの 65 歳以上で、下記の項目に該当する方
　〇運動機能を確認し、低下の恐れがあると判断した方
　〇介護保険のサービスを利用していない方
　〇期間中、続けて参加できる方

※応募者が多数の場合は、必要度が高い方を優先させていただきます。

６月から
始まります！
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お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30 　土曜日 8：30 ～ 12：00
　　　　　　　　※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

5 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）
と　　　　　き 内　　容 場所・備考

10 日（金）10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場 
「食事用エプロンづくり」 ※申込制

14 日（火）10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ 
のびのびクラブ ※申込制

15 日（水）10：30 ～ 11：30 いづみ保育園園庭開放 いづみ保育園

17 日（金）10：30 ～ 11：30 多賀保育園園庭開放 多賀保育園

23 日（木）10：00 ～ 11：00 ブラッシング指導 ※申込制

24 日（金）10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場 
「食事用エプロンづくり」 ※申込制

27 日（月）10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

28 日（火）10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ 
のびのびクラブ ※申込制

30 日（木）10：00 ～ 11：30 さんさん会

31 日（金）10：30 ～ 11：30 玉川保育園園庭開放 玉川保育園
6 月

12 日（水）10：30 ～ 11：30 多賀保育園園庭開放 多賀保育園

14 日（金）10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場 
「足形をとろう」 ※申込制

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

　毎年６月の第２週（今年は６月２日（日）から６
月８日（土））の７日間、『危険物安全週間』が実施
されます。危険物の取扱いには十分注意しましょう。
　
※ガソリン携行缶使用時の注意事項
　ガソリンは身近にあるが危険なもの

　農機具や発電機の燃料タンクにガソリン携行缶か
ら給油する際、取り扱いの不注意による引火・爆発
事故が発生しています。
　危険物を取り扱う機械器具や危険物を収納する容
器に記載されている取扱説明を必ず読んで、給油方
法や給油の際の注意事項、危険物の危険性を十分理
解した上で危険物の取り扱いを行ってください。

　また、ガソリンは消防法令に適合した金属製容器
で保管してください。

ガソリン携行缶から燃料タンクへの給油時の注意事項
• 給油の際は、必ずエンジンを停止すること 
• 周囲に火気（タバコの火や電気製品なども含む。）
  がないことを確認する 
• 風通しのよい場所で行うこと 
• 携行缶を地面に置くなどして静電気の除去を行う
  こと（接地導線を使用すれば更によい） 
• タンクキャップを外す前に、圧力調整弁の操作等、
  容器の取扱説明書に従って開口すること（特に夏
  場は気温が高く内圧が上昇し易いため、これを行
  わないとガソリンが噴出し引火する危険性は高く
  なるため） 
• 給油ノズルを確実に取り付けること

京田辺市消防署井手分署からのお知らせ
　　　　危険物安全週間を実施
　お問合せ　京田辺市消防署井手分署（℡８２－３０００）
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　　　　　「虐待の淵を生き抜いて」
～人にも自分にもあたらない社会を目指して～

人権について考えよう！

ひゅうまんねっとやましろ （山城人権ネットワーク推進協議会） 人権講演会

　ひゅうまんねっとやましろ（山城人権ネットワーク推進協
議会）では、幼いころの自身の虐待の経験をもとに各地で講
演活動をされている、島田妙子さん（一般財団法人児童虐待
防止機構　オレンジ CAPO 理事長）を招いて人権講演会を開
催します。講師の島田さんは、実父と継母による虐待を受け
た経験をもとに虐待をする親の苦しさを受け止め、「責める」
より「助ける」という形で虐待防止を目指して活動をされて
います。申込不要で入場無料です。
◇日　時　２０１９年５月２４日（金）
　　　　　午後２時～３時半（開場午後１時半）
◇場　所　八幡市文化センター ４階 小ホール（八幡市八幡高畑５－３）
◇内　容　【講演】
　　　　　テーマ　「虐待の淵を生き抜いて」
　　　　　　　　　～人にも自分にもあたらない社会を目指して～
　　　　　講　師　一般財団法人児童虐待防止機構　オレンジ CAPO 理事長
　　　　　　　　　　　島田　妙子　さん
◇定　員　３００名（先着順）
◇その他　・申込不要、入場無料
　　　　　　（希望者の方は当日会場にお越しください）
　　　　　・手話通訳、要約筆記があります。
　　　　　・詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問い合わせください。
　　　　　　（電話 82-3380　ファックス 82-4112）

☆相談窓口　京都府山城北保健所綴喜分室　地域福祉担当　荻野
☆住所　　　〒６１０－０３３１　　京田辺市田辺明田１
☆電話　　　６３－５７４５　　℻６２－６４１６
☆対象者　　井手町にお住まいの方 ( 生活保護受給中の方を除く )
　　　　　　（相談は、土日祝日、年末年始を除く午前９時～午後４時半）

　京都府内各保健所では、さまざまな家庭の問題につ
いて専門の相談員がお一人おひとりの困りごとに寄り
添いながら、生活の立て直しに向けた支援を行ってい
ます。
　どうにもならなくなるまで頑張らず、早めにご相談
下さい。家族全体の中で課題を整理しながらプランを
作成し、継続的にサポートさせていただきます。相談
は自宅、役場等どこでも可能です。

■仕事やくらし、お金のこと等でお困りの方へ
　　　　　　一人で悩まず、まずはお電話をください

※例えばこんな家庭は、
　　徐々に困窮状態におちいる可能性があります
　
　母親は８３才で夫の遺族年金で生活している。近所
に５４才の娘が住んでおり、短期間のアルバイトをし
ながら生活をしている。生活費が足りないため、せが
まれるままに母の蓄えから援助を続けていたがそれも
少なくなってきた。
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●

Information

おしらせ
耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

●
対
象

　

町
内
に
お
住
ま
い
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。

１
．
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
次

の
障
が
い
の
あ
る
方

○
視
覚
の
障
が
い
程
度
が
１
級
又
は
２
級

　

の
方

○
下
肢
又
は
体
幹
の
障
が
い
程
度
が
１
級

　

又
は
２
級
の
方

○
上
肢
の
障
が
い
程
度
が
１
級
又
は
２
級

　

で
、
か
つ
、
下
肢
の
障
が
い
程
度
が
３

　

級
の
方

○
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

　

直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
又
は
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
の

　
　
　
　

申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

平
成
31
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
京
都

府
内
で
京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
在
住
す

る
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
母
が
対
象
）
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
５
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
31
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合

は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な

り
、
１
年
分
の
奨
学
金
を
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
４
）
ま
で

な
る
？
」
な
ど
…
耳
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
の
相
談
を
専
門
の
言
語
聴
覚
士
が
ご
自

宅
等
ま
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
行
い

ま
す
。　
　

実
施
期
間
／
令
和
元
年
６
月
１
日
～
令
和

２
年
３
月
31
日
ま
で
（
お
一
人
約
１
時
間

の
予
約
制
で
す
。)

内
容
／
聴
力
測
定
及
び
聞
こ
え
に
関
す
る

相
談

申
込
／
高
齢
福
祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５

）
ま
で

＊
検
査
の
内
容
・
相
談
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ

ン
タ
ー
（
℡
30
‐
９
０
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
55

‐
７
７
０
８
）
ま
で

　
「
ち
か
ご
ろ
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

た
」「
相
手
の
声
が
聞
こ
え
に
く
い
」「
補

聴
器
を
使
え
ば
、
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

　
　
　
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

障
が
い
程
度
が
１
級
の
方

２
．
療
育
手
帳
の
障
が
い
程
度
が
「
Ａ
」

判
定
の
方

３
．
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
が

い
等
級
が
１
級
の
方

●
申
請
方
法

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
申
請
書
と
印

鑑
を
持
ち
、
高
齢
福
祉
課
へ

●
利
用
券

　

月
額
１
０
０
０
円
（
申
請
の
日
の
属
す

る
月
の
翌
月
分
か
ら
交
付
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）

ス
ポ
ー
ツ

【
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
５
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
５
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
６
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
～

場
所
／
井
手
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）

講
座
・
教
室

日
時
／
５
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
５
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
５
月
16
日
（
木
）・
27
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
ま
た
は
筆

《
人
権
学
習
》

日
時
／
５
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
半
～
正
午

　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
社
協
生
き
生
き
サ
ロ
ン
「
ト
リ
コ
ロ

キ
ュ
ー
ブ
」】

日
時
／
５
月
15
日
（
水
）
午
前
11
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の

あ
る
方

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》
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＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
５
月
23
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳
・
飲
み
物

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
６
月
７
日
（
金
）

　
　
　

午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
申
込
は
不
要
で
す

＊
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

＊
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）
ま
で

健　

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
５
月
16
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
６
月
６
日
（
木
）

各
種
相
談

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
５
月
14
日
（
火
）・
28
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
５
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
５
月
15
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
５
月
27
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
５
月
24
日
（
金
）・
６
月
７
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談
室

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
診
】

《
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

日
時
／
５
月
13
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
29
・
９
・
１
～
Ｈ
29
・
10
・
19

生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
５
月
22
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
６
月
５
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
、
予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ

る
方
は
年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

＊
申
込
み
は
不
要
で
す

＊
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
６
月
３
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
31
・
１
・
４
～
Ｈ
31
・
３
・
３
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
６
月
７
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
27
・
９
・
30
～
Ｈ
27
・
12
・
８

生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
5
月
13
日
（
月
）・
６
月
３
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
５
月
20
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

子 

育 
て
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
５
月
・
６
月
の
休
館
日

５
月
13
・
20
・
27
・
30
日

６
月
３
・
10
・
17
・
24
・
25

～
29
日
（
25
～
29
日
は
特
別

資
料
整
理
日
の
た
め
休
館
）

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期

間図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・

１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

５
月

一
般
書

「
シ
ー
ソ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
」

　
　
　
　
　
　

 

伊
坂 

幸
太
郎

「
帰
還
」　　
　
　

 

堂
場 

瞬
一

「
マ
ジ
カ
ル
グ
ラ
ン
マ
」

　
　
　
　
　
　
　

 

柚
木 

麻
子

「
見
え
な
い
轍 

心
療
内
科
医
・

本
宮
慶
太
郎
の
事
件
カ
ル
テ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

鏑
木 

蓮

「
必
須
の
疑
念
」

　
　

  

コ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

「
お
や
つ
が
好
き
」　 

坂
木 

司

「
天
皇
陛
下
・
美
智
子
さ
ま
祈

り
の
三
十
年
」　　
　

森 

哲
志

児
童
書

「
き
ょ
う
な
に
し
て
た
？
」

　
　
　
　
　
　

 

は
ま
の 

ゆ
か

「
か
め
く
ん
の
さ
ん
ぽ
」

　
　
　
　

 

な
か
の 

ひ
ろ
た
か

「
ひ
み
つ
の
ビ
ク
ビ
ク
」

  

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
サ
ン
ナ

「
ぼ
く
は
な
き
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
　

 

石
井 

聖
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５
月
・
６
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば

い
》

５
月
11
日
（
土
）・
６
月
８
日

（
土
）

い
ず
れ
も 

午
後
１
時
半
か
ら

図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

６
月
８
日
（
土
）
～
23
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・

展
示
ホ
ー
ル

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。）

５
月
・
６
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

５
月
15
・
22
・
29
日

６
月
５
・
12
・
19
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午

後
２
時
～
午
後
４
時
）

５
月
16
・
23
・
30
日

６
月
６
・
13
・
20
日

※
特
別
資
料
整
理
期
間
中
は
、

出
張
貸
出
も
お
休
み
し
ま
す
。

　引退を控える旗本・
井戸平左衛門は、町奉
行の大岡忠相から、飢
饉と悪政に喘ぐ石見銀
山の地に行くよう命じ
られる。旅の果てにた
どり着いた石見の土地
は、想像を絶する悲惨
な状況だった…。

いも殿さま
土橋 章宏

　政治、世界情勢、経
済、 社 会、 文 化、 ス
ポーツのジャンルに分
けて、平成の３１年間
を振り返る。平成ある
あるすごろく、平成の
間 に 進 化 し た も の た
ち、東京 × 大阪メガタ
ウンヒストリーなども
収録。

平成本３１クロニクル

　ぼくはくまだ。なま
え は ま だ な い。 ぼ く
は「どこか」をめざし
て、 あ る く の が す き
だ。きょうもぼくはあ
るきだし…。お日さま
やチョウチョ、柿の木
など、こぐまと道で出
会うさまざまなものと
のやりとりが楽しいお

あるくくま
祖敷 大輔

話。

　 オ タ ワ ル の 医 術 師
ホッサルとミラルは、
祭司医・真那の招きに
応じて、安房那を訪れ
る。そこでそれぞれの
医術の在り方が異なる
こ と を 感 じ た ホ ッ サ
ル。やがて次期皇帝争
いに巻き込まれ…。「鹿
の王」の、その先を描

鹿の王 水底の橋
上橋 菜穂子

く命の物語。



広報いで R01-0515

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明
な袋に入れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（℡ 82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・
冷凍庫・　洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（5 月 11 日～ 6 月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 5月16日 6月6日 5月30日 5月23日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 5月17日 6月7日 5月31日 5月23日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 5月23日 6月6日 5月30日 5月16日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域
5月14日
6月4日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

5月15日
6月5日 ⑩ 西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

5月16日
6月6日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜、阿弥陀寺

5月17日
6月7日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内、下赤田、

上赤田

5月20日
6月10日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、

田村新田、柏原

5月21日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、
浜田、橋ノ本

5月22日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
鳥休、柴木田

（プラマーク容器包装）
出せる物・出し方

○　　　　　「プラマーク」のあるボトル類、カップ・トレー類、袋類、チューブ・ふた類、
　　発泡トレー・発泡スチロール類などのうち、簡単な洗浄で汚れが落ちる容器包装

○汚れを取り除いて、透明または半透明の袋に入れて出してください。
○汚れが落ちない容器包装については、「燃やすごみ」に分別してください。

○リサイクルの推進に、ご協力いただきますようお願いいたします。



月日 曜日 行　　　　事

5/11 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

12 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

13 月 １歳６カ月児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

14 火 すくすくクラブ・のびのびクラブ（午前 10 時～、子育て支援センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

15 水

町民ゴルフ大会（午前８時半～、朝宮ゴルフコース）
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10 時半受付、保健センター）
パソコン教室 ( 午後１時～・午後７時～、いづみ人権交流センター )
社協生き生きサロン【トリコロキューブ】（午後１時半～、玉泉苑）

16 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

17 金

18 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）

19 日
むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）
町民バレーボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）
山背古道春のは～ふウォーク（午前９時～、まちづくりセンター椿坂ほか）

20 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
21 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

22 水
パソコン教室 ( 午後１時～・午後７時～、いづみ人権交流センター )
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、玉泉苑）

23 木 健康教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）

24 金

大正琴教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）
人権学習（午前 11 時半～、午後３時～、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

25 土 2019 山吹ふれあいコンサート（午後１時半～、自然休養村管理センター）

26 日
むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）
町民バスケットボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）
井手町水防訓練（午前 10 時～、玉水橋下流側木津川右岸予定）

27 月 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

28 火
すくすくクラブ・のびのびクラブ（午前 10 時～、子育て支援センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

29 水 パソコン教室 ( 午後１時～・午後７時～、いづみ人権交流センター )
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、賀泉苑）

30 木
31 金

6/1 土 無火災デー防火パレード
むすび家カフェ（午前７時～午後２時半、むすび家 ide）

2 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

3 月 乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

4 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

5 水
パソコン教室 ( 午後１時～・午後７時～、いづみ人権交流センター )
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、賀泉苑）

6 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

7 金
こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）
３歳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

8 土 IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）

9 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）
町民ゲートボール大会（午前８時～、井手町ゲートボール場）

10 月

おめでとうございます まちのカレンダー
（5月11日～6月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

地域創生推進室 0774-82-6170

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(3 月 21 日から 4月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 三 木　陽

ひ
納
な

乃
の

渉 平

井 手 三 原　志
しの

 羽
は

優

多 賀 辻　凰
おう

 汰
た

洋 平

〈
出
生
〉


